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全国各地で計量の大切さ宣伝する行事開催

省
と
、
計
量
関
係
の
各
団

体
が
つ
く
る
計
量
記
念
日

組
織
委
員
会
（
飯
塚
幸
三

委
員
長
）
の
共
催
。
全
国

計
量
関
係
　
団
体
が
協
力

73

す
る
。「
全
国
の
計
量
計
測

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
相

互
の
交
流
を
深
め
る
と
共

に
最
新
の
技
術
情
報
等
を

共
有
し
、
学
術
、
産
業
の
発

展
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
」（
大
会
案
内
）
と
し
て
い

る
。
大
会
は
「
計
量
記
念
日

式
典
」
と
「
記
念
行
事
」
の

2
部
制
で
実
施
さ
れ
る
。

特
別
講
演「
進
化

す
る
カ
ー
ナ
ビ
」

　
式
典
で
は
、
計
量
関
係
功

労
者
に
経
済
産
業
大
臣
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
る
。

　
記
念
行
事
は
、
パ
イ
オ
ニ

ア
珂
川
越
事
業
所
技
術
統
括

部
ソ
フ
ト
開
発
部
担
当
部
長

の
安
藤
斉
氏
が
「
進
化
す
る

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
〜
位

置
認
識
か
ら
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
ま
で
」
と
題
し
て
特
別

講
演
す
る
。

　
公
募
し
た
「
何
で
も
は

か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
「
計
量
啓
発
標
語
」

が
発
表
、
表
彰
さ
れ
る
。
と

く
に
「
何
で
も
は
か
っ
て
み

よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
今
年

初
め
て
募
集
し
た
。
小
学
生

を
対
象
に
、
学
校
や
家
庭
生

活
の
中
か
ら
身
近
な
も
の
に

つ
い
て
多
様
な
方
法
や
考
え

方
に
よ
っ
て
、「
は
か
る
」（
計

る
、
量
る
、
測
る
）
こ
と
を

実
践
し
、
は
か
る
こ
と
の
楽

し
さ
や
大
切
さ
を
体
験
・
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
。
選
考
し
た
委
員
の
一
人

は
「
応
募
数
は
　
件
と
少
な

14

か
っ
た
が
、
内
容
的
に
は
充

実
し
た
も
の
が
多
く
、
応
募

作
の
全
部
を
紹
介
し
た
い
ぐ

ら
い
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
午
後
5
時
か
ら
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
る
。

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
計
量
記
念
日
式
典
（
　
時
13

　
分
〜
）
＝
▽
開
会
の
辞
▽

30経
済
産
業
大
臣
式
辞
▽
経
済

産
業
大
臣
表
彰
状
授
与
▽
受

章
者
代
表
謝
辞
▽
閉
会
の
辞

▽
記
念
撮
影

◇
記
念
行
事（
　
時
　
分
〜
）

14

30

＝
▽
組
織
委
員
長
の
挨
拶
▽

何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
及
び
発
表
▽

計
量
啓
発
標
語
表
彰
▽
計
量

記
念
日
特
別
講
演

◇
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
　
時
〜
）
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花
日
本
計
量
振
興
協
会

（
日
計
振
、飯
塚
幸
三
会
長
）

は
、
計
量
行
政
審
議
会
で
進

め
ら
れ
て
い
る
計
量
法
改
正

審
議
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
P
T
）
を
設
置
し
て
対

応
し
て
い
る
。
P
T
で
の
検

討
結
果
は
、
計
行
審
計
量
制

度
検
討
小
委
員
会
や
3
つ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W

G
）の
委
員
を
通
じ
て
提
案
、

要
望
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。
P
T
の
委
員
の
任
期

は
1
年
。
全
体
委
員
会
は
3

〜
4
回
程
度
開
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
日
計
振
は
、
8
月
初
旬
か

ら
同
会
の
4
つ
の
調
査
委
員

会
（
計
量
士
の
あ
り
方
委
員

会
、
適
正
計
量
管
理
事
業
所

調
査
委
員
会
、
I
Q
マ
ー
ク

調
査
対
応
委
員
会
、
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
委
員
会
）
と
J

C
S
S
認
定
事
業
者
部
会

で
、
計
量
制
度
の
あ
り
方
に

関
し
て
関
連
の
検
討
を
し
て

き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
検
討

内
容
と
同
会
会
員
の
意
見
、

要
望
を
取
り
入
れ
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
検
討
、
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
計
量
法

改
正
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
P
T
）
を
設
置
し

た
。

　
同
会
会
員
か
ら
は
、
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど
で
「
ぜ

ひ
日
計
振
は
、
私
た
ち
の
意

見
を
ま
と
め
て
審
議
に
反
映

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
P
T
で
の
検
討
内
容
は
、

①
検
定
検
査
制
度
、
②
商
品

量
目
制
度
、
③
適
正
計
量
管

理
制
度
、
④
商
品
マ
ー
ク
制

度
、
⑤
計
量
標
準
供
給
と
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
⑥
計
量

士
の
活
用
、
⑦
そ
の
他
。

　
P
T
の
委
員
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。
○
印
は
計
量
制
度
検

討
小
委
員
会
ま
た
は
同
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
委
員
。

【
委
員
長
】○
石
井
正
国（
花

神
奈
川
県
計
量
協
会
理
事
）

【
委
員
】▽
阿
知
波
正
之（
愛

知
県
計
量
士
会
副
会
長
）
○

印
南
武
雄
（
日
計
振
常
務
理

事
）
▽
桑
山
重
光
（
東
京
計

量
士
会
理
事
）
▽
笹
尾
利
昭

（
花
群
馬
県
計
量
協
会
専
務

理
事
）
▽
菅
沼
隆
夫
（
神
奈

川
県
計
量
士
会
・
珂
J
オ
イ

ル
ミ
ル
ズ
）▽
富
樫
孝
昭（
東

京
計
量
士
会
理
事
）
▽
藤
田
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本
紙
が
紹
介
し
て
い
る
全

国
の
計
量
記
念
日
行
事
は
、

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元

で
定
着
し
て
い
る
。
広
報
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
電
光

掲
示
板
に
よ
る
計
量
記
念
日

の
ア
ピ
ー
ル
や
、
県
や
市
の

広
報
誌
で
計
量
記
念
日
や
計

量
の
大
切
さ
を
宣
伝
し
た

り
、
横
断
幕
や
垂
れ
幕
な
ど

を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
地
元
新
聞
に
広
告
を

出
し
た
り
、
資
料
を
提
供
し

て
計
量
記
念
日
の
記
事
を
掲

載
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま

た
、
企
業
内
に
計
量
管
理
の

啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
り
だ

し
た
り
と
、
月
間
な
ど
を
設

定
し
て
、
計
量
管
理
の
普
及

啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
2
0
0
5
計
量
記
念
日

全
国
大
会
」
は
、　
月
1
日
、

11

東
京
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル

で
開
催
さ
れ
る
。
経
済
産
業

計
量
全
国
大
会
は
東
京
で
式
典
と
記
念
行
事

「
何
で
も
は
かって
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど
発
表
・
表
彰

　
　
月
1
日
は
計
量
記
念
日
。
1
日
を
中
心
に
、　
月
末

11

10

か
ら
　
月
い
っ
ぱ
い
、
全
国
各
地
で
計
量
記
念
日
行
事
が

11

実
施
さ
れ
る
。
東
京
都
の
計
量
行
政
機
関
と
計
量
団
体
は

例
年
「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
、
親
し
ま
れ
て

い
る
。
本
紙
（
韻
面
）
で
紹
介
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
で

地
域
計
量
行
政
機
関
と
計
量
団
体
が
協
力
し
、
計
量
記
念

日
に
関
連
づ
け
て
計
量
へ
の
関
心
を
高
め
る
行
事
が
実
施

さ
れ
る
。
経
済
産
業
省
と
計
量
関
連
団
体
（
計
量
記
念
日

組
織
委
員
会
）
は
共
同
で
「
計
量
記
念
日
全
国
大
会
」
を

　
月
1
日
、
東
京
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
開
催
す
る
。

11

計
量
記
念
日
行
事
、
日
計
振
・
計
量
法
改
正
P
T
設
置
　
　
　
陰
面

第
2
W
G
第
2
回
会
合
、改
正
諮
問
を
鏡
に
し
て
計
量
法
を
考
え
る
敢
 隠
面

2
0
0
5
全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
　
  　
　
　
　
　
　
　
　
     韻
面

第
一
計
器
新
製
品
、
型
式
承
認
の
更
新
手
続
き
　
　
　
　
 吋
面

寄
稿
・
蓑
輪
善
蔵
氏
「
計
量
法
改
正
雑
感
」
柑
　
　
　
　
　
　
吋
面

寄
稿・
日
高
鉄
也
氏
、
計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
柑
　
　
右
面

資
料
・
計
量
行
政
審
議
会
2
0
0
5
年
度
第
１
回
議
事
録
 宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫
規
、
社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
 　
烏
面

国
際
包
装
機
械
展
、
谷
田
大
輔
氏
書
展
、
訃
報
・
堀
江
秀
雄
氏
　
  
羽
面

富
山
計
測
展
が
出
展
者
募
集
、
新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　
　
 羽
面

益
司
（
花
埼
玉
県
計
量
協
会

事
務
局
長
）
▽
森
安
地
涌
一

（
千
葉
県
計
量
協
会
事
務
局

長
）
○
山
領
泰
行
（
珂
ミ
ツ

ト
ヨ
品
質
保
証
室
長
）
○
横

尾
明
幸
（
東
京
計
量
士
会
理

事
）
▽
吉
村
良
次
（
大
阪
計

量
士
会
会
長
）【
事
務
局
】
▽

河
住
春
樹
（
日
計
振
専
務
理

事
）
▽
関
口
幸
雄
（
日
計
振

常
務
理
事
）▽
市
川
由
雄（
日

計
振
総
務
部
課
長
）

計
量
法
改
正
に
プ
ロ
ジ
ェク
ト
チ
ー
ム
で
対
応

検
討
結
果
を
小
委
員
会
、W
G
で
提
案・要
望

日計振

昨年の計量記念日全国大会
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　１１

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第

2
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W

G
）第
2
回
会
合
が
　
月
　
日
、

10

18

経
済
産
業
省
で
行
わ
れ
た
。

　
第
2
W
G
は
量
目
規
制
の
あ

り
方
等
を
検
討
す
る
。
議
題
1

と
し
て
、
委
員
の
み
に
第
1
回

会
合
議
事
録
（
案
）
が
配
布
さ

れ
、
内
容
を
確
認
し
た
。
委
員

の
異
議
は
な
く
、承
認
さ
れ
た
。

　
議
題
2
は
、
適
正
計
量
管
理

事
業
所
の
現
状
に
つ
い
て
。
流

通
業
か
ら
珂
伊
勢
丹
品
質
管
理

室
計
量
担
当
恵
田
豊
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
製
造
業
か
ら
ラ
イ
オ

ン
珂
東
京
工
場
田
中
秀
夫
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
招
き
、
業
務
内

容
や
計
量
法
上
の
留
意
点
を
紹

介
し
た
。

顧
客
の
信
頼
を
担
保

　
伊
勢
丹
は
、
首
都
圏
7
店
舗

を
4
名
の
計
量
士
で
担
当
し
て

い
る
。
計
量
器
は
7
店
舗
合
計

で
1
2
4
7
個
。
計
量
士
1
人

あ
た
り
の
計
量
器
の
延
べ
検
査

数
は
1
4
4
6
台
、
商
品
量
目

検
査
数
は
5
4
6
9
点
に
の
ぼ

る
。
商
品
量
目
検
査
の
商
品
不

適
正
率
を
比
べ
る
と
、
3
0
0

愛
未
満
の
ス
ー
パ
ー
等
が
4
・

3
％
な
の
に
対
し
、同
社
は
0
・

3
％
と
、
高
率
で
適
正
計
量
が

守
ら
れ
て
い
る
。
量
目
検
査
の

際
は
必
ず
ラ
ベ
ル
表
記
を
確
認

し
て
、
名
称
、
原
産
地
等
を
明

示
す
る
J
A
S
法
（
農
林
水
産

省
管
轄
）
に
関
わ
る
誤
記
が
な

い
か
、併
せ
て
点
検
し
て
い
る
。

　
同
室
で
は
、
ギ
フ
ト
商
品
の

適
正
包
装
検
査
や
非
法
定
計
量

単
位
で
の
表
示
の
是
正
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。
正
月
用
品
な
ど

で
は
実
際
に
買
い
取
り
、
開
封

検
査
を
行
い
、
量
目
不
足
の
場

合
は
、
店
頭
か
ら
一
斉
に
撤
去

す
る
。
ジ
ー
ン
ズ
の
サ
イ
ズ
は

非
法
定
計
量
単
位
で
あ
る
イ
ン

チ
表
示
が
浸
透
し
て
い
る
が
、

同
店
で
は
唖
に
置
き
換
え
て
表

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
物
産
展

が
催
さ
れ
る
と
、
お
米
な
ど
食

品
の
計
り
売
り
や
伝
統
工
芸
品

な
ど
で
は
、
今
も
尺
貫
法
の
単

位
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
計

量
法
に
触
れ
な
い
表
記
に
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
社
員
教
育
は
現
場
重
視
で
、

日
常
の
中
で
計
量
に
対
す
る
意

識
付
け
を
行
っ
て
い
る
、
と
勤

務
時
間
が
不
規
則
な
流
通
業
な

ら
で
は
の
方
針
を
述
べ
た
。

　
適
管
事
業
所
は
人
件
費
な
ど

コ
ス
ト
が
か
か
る
わ
り
に
、
目

に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

顧
客
の
安
心
を
担
保
す
る
制
度

だ
と
思
っ
て
運
営
し
て
い
る

が
、
よ
り
消
費
者
に
知
ら
れ
る

よ
う
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

し
て
も
ら
い
た
い
。
適
管
事
業

所
に
な
っ
て
い
て
も
、
立
入
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
適

管
事
業
所
で
あ
る
こ
と
を
信
頼

し
て
ほ
し
い
、
と
要
望
し
た
。

計
量
管
理
の
徹
底

　
ラ
イ
オ
ン
は
全
国
5
カ
所
に

工
場
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
適
管

事
業
所
で
、
各
工
場
ご
と
に
外

部
の
計
量
士
が
勤
務
す
る
。
は

か
り
の
管
理
は
毎
日
1
回
の
使

用
前
点
検
に
加
え
、
月
1
回
の

月
度
点
検
、
年
1
回
の
定
期
検

査
、
新
規
購
入
時
の
受
け
入
れ

検
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際

に
は
検
定
所
で
検
定
を
受
け
た

実
用
基
準
分
銅
を
使
用
し
て
い

る
。
計
量
教
育
と
し
て
、
適
正

計
量
管
理
主
任
者
養
成
講
習
会

や
、
月
度
点
検
や
分
銅
校
正
な

ど
、
一
般
社
員
を
対
象
に
し
た

計
量
管
理
教
育
も
実
施
す
る
。

　
同
社
に
お
け
る
適
管
事
業
所

の
メ
リ
ッ
ト
は
2
つ
。
特
定
計

量
器
の
定
期
持
込
検
査
免
除
事

業
所
の
都
合
で
検
査
で
き
、
生

産
量
の
少
な
い
時
期
に
検
査
す

る
こ
と
で
、
効
率
よ
く
生
産
が

で
き
る
。
自
主
計
量
管
理
推
進

の
た
め
に
計
量
教
育
を
実
施
す

る
の
で
、
現
場
改
善
に
よ
る
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
が
で
き
る
。
特
定

計
量
器
の
簡
易
修
理
も
挙
げ
ら

れ
た
が
、
電
子
天
び
ん
が
主
流

と
な
っ
た
現
在
で
は
、
自
前
で

の
修
理
が
で
き
ず
、
あ
ま
り
利

点
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
大
き
い

コ
ス
ト
負
担
の
ほ
か
、
東
京
都

に
お
い
て
は
、
適
管
事
業
所
以

外
は
定
期
検
査
が
2
年
に
1
回

で
済
む
の
に
対
し
、
適
管
事
業

所
は
年
1
回
で
あ
る
こ
と
を
挙

げ
た
。む
し
ろ
逆
に
す
る
べ
き
、

と
す
る
同
社
に
対
し
、
行
政
サ

イ
ド
の
委
員
は
、
実
際
は
事
業

の
実
状
に
合
わ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
年
1
回
と
い
う

の
は
旧
法
の
規
定
で
あ
る
。
今

も
事
業
所
の
規
程
に
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
、
と
指
摘
し
た
。

　
同
社
で
は
化
粧
品
な
ど
、
薬

事
法
に
関
わ
る
製
品
も
製
造
し

て
お
り
、
計
量
も
含
め
、
適
正

な
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の

確
保
を
保
証
す
る
こ
と
が
薬
事

法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

消
費
者
は
ト
ー
タ
ル
に
品
質
を

見
て
購
入
す
る
。
と
く
に
安
全

性
の
確
保
に
関
心
が
強
く
、
企

業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

　
計
量
法
の
改
正
の
諮
問
が
2

0
0
5
年
7
月
　
日
付
け
で
計

22

量
法
1
5
7
条
の
規
定
に
従
っ

て
、経
済
産
業
大
臣
か

ら
計
量
行
政
審
議
会

に
対
し
て
行
わ
れ
、　26

日
計
量
行
政
審
議
会

が
開
か
れ
た
。

　
計
量
行
政
審
議
会

が
行
う
仕
事
の
内
容

を
規
定
す
る
条
文
は

数
年
前
に
改
正
さ
れ
、

現
行
の
計
量
法
1
5

7
条
に
な
っ
て
い
る
。

以
前
の
規
定
と
の
違

い
は
、計
量
行
政
審
議

会
の
権
能
の
大
幅
な

縮
小
で
あ
る
。2
0
0

1
年
7
月
　
日
開
催

18

の
計
量
行
政
審
議
会

で「
計
量
行
政
審
議
会

運
営
規
定
に
つ
い
て
」

審
議
さ
れ
、現
行
の
計

量
行
政
審
議
会
の
任

務
が
決
め
ら
れ
た
。こ

の
計
量
行
政
審
議
会
の
見
直
し

は
、
中
央
省
庁
再
編
の
一
環
と

し
て
1
9
9
9
年
4
月
　
日
中

27

央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
に
よ

る
「
審
議
会
等
の
整
理
合
理
化

に
関
す
る
指
針
」
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
計
量

行
政
審
議
会
が
日
本
の

計
量
制
度
を
定
め
る
計

量
法
の
基
本
設
計
を
す

る
場
に
な
っ
て
い
た
。

計
量
に
関
す
る
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
大
臣

の
諮
問
に
応
じ
て
答
申

す
る
こ
と
と
と
も
に
、

通
商
産
業
大
臣（
当
時
）

に
建
議
す
る
こ
と
も
任

務
の
一
つ
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
審
議
会
の
再
編

成
で
、
計
量
行
政
審
議

会
は
引
き
続
き
存
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

計
量
に
関
す
る
大
き
な

枠
組
み
の
変
更
（
法
律

改
正
な
ど
）
に
つ
い
て

は
産
業
構
造
審
議
会
へ

移
管
さ
れ
た
。
経
済
産
業
大
臣

が
計
量
法
の
基
本
的
な
設
計
を

計量行政審議会の役割が変わった
「日本計量新報」論説員　横田俊英

し
て
、
特
定
計
量
器
の
種
類
、

計
量
単
位
、
特
定
商
品
の
決
定

な
ど
の
計
量
行
政
の
実
施
の
内

容
な
ど
を
計
量
行
政
審
議
会
に

諮
問
す
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
計
量
行
政
審
議
会
の
委
員

は
計
量
制
度
に
つ
い
て
要
望
を

出
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ

は
単
な
る
要
望
で
あ
っ
て
「
建

議
」
で
は
な
い
。
計
量
行
政
審

議
会
は
経
済
産
業
大
臣
が
諮
問

す
る
内
容
を
審
議
す
る
場
と
し

て
の
権
能
に
限
定
さ
れ
て
い
る

の
が
現
行
法
の
規
定
で
あ
る
。

　
年
7
月
　
日
開
催
の
計
量
行

01

18

政
審
議
会
配
付
資
料
1
「
計
量

行
政
審
議
会
の
再
編
成
に
つ
い

て
」
に
は
「
従
来
は
『
建
議
』

を
も
行
っ
て
き
た
が
、『
諮
問
に

応
じ
た
答
申
』
が
本
審
議
会
の

任
務
と
な
っ
た
」
と
書
か
れ
て

い
る
。

　
今
回
の
計
量
法
の
改
正
諮
問

は
そ
の
よ
う
な
制
度
上
の
枠
組

み
の
な
か
で
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
経
済
産
業
省
は
現
行
の

計
量
制
度
の
法
律
等
の
規
定
と

そ
の
実
施
体
制
が
順
調
な
の
か

不
具
合
箇
所
が
あ
る
か
な
ど
、

実
態
を
把
握
で
き
る
立
場
に
あ

り
、
是
正
す
べ
き
事
項
に
関
し

て
そ
れ
な
り
の
考
え
を
持
つ
こ

と
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た

計
量
法
が
規
定
す
る
内
容
（
計

量
制
度
）
が
、
経
済
・
社
会
の

体
制
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
両
者
に
微
妙
な
ま
た
は
大

き
な
ず
れ
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
現

行
計
量
法
に
至
る
過
程
で
は
取

引
証
明
分
野
以
外
の
計
量
器
も

含
め
て
す
べ
て
が
検
定
の
対
象

で
あ
っ
た
時
代
も
あ
る
。
そ
の

後
、
検
定
等
の
実
施
を
強
制
す

る
規
制
対
象
計
量
器
は
大
幅
に

縮
小
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
計
量
器
の

技
術
と
社
会
全
般
の
産
業
等
の

技
術
と
の
変
化
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
計
量
制
度
は

変
化
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
計
量
制
度

が
社
会
制
度
の
一
つ
と
し
て
社

会
基
盤
を
形
成
す
る
と
い
う
性
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第
2
W
G
第
2
回
会
合
開
く

適
管
事
業
所
の
現
況
、消
費
者
の
計
量
意
識
、論
点
整
理

令
遵
守
）
維
持
は
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
、
と
ま
と
め
た
。

計
量
制
度
の
広
報

が
課
題

　
議
題
3
は
、
事
務
局
・
籔
内

政
幸
計
量
行
政
室
長
が
消
費
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
消
費
者
の
計

量
制
度
に
関
す
る
認
識
・
関
心

を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

目
的
。9
月
　
日
か
ら
　
日
間
、

21

12

花
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ン
ケ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
を
設
置
。
1
8
9

名
の
有
効
回
答
を
得
た
。

　
う
ち
、
団
体
に
所
属
す
る
消

費
者
が
1
0
0
人
と
、
消
費
者

意
識
の
高
い
回
答
者
が
半
数
以

上
を
占
め
た
が
、
3
割
が
計
る

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら

ず
、
計
量
法
を
知
ら
な
い
と
回

答
し
た
数
も
同
じ
く
3
割
に
の

ぼ
っ
た
。
し
か
し
、
内
容
量
表

示
に
つ
い
て
は
　
％
が
g
、
悪

96

の
表
示
を
す
べ
き
と
回
答
し
、

購
入
の
際
重
視
す
る
商
品
の
表

示
事
項
（
複
数
回
答
可
）
は
賞

味
期
限
（
1
8
1
名
）
に
次
い

で
内
容
量
（
1
4
1
名
）
が
多

か
っ
た
。

　
　
の
自
由
意
見
が
寄
せ
ら
れ

92
た
中
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
じ
め
て
計
量
に
関
心
を
持
っ

た
、
と
い
う
趣
旨
の
意
見
が
、

　
数
個
あ
っ
た
。
計
量
制
度
に

10対
す
る
広
報
の
必
要
性
を
訴
え

る
意
見
も
見
ら
れ
た
。

　
第
2
W
G
に
関
す
る
主
要
論

点
整
理
が
議
題
4
と
し
て
行
わ

れ
た
。

　
商
品
量
目
規
制
に
つ
い
て

は
、
①
量
目
取
締
り
の
手
続
き

の
整
備
等
に
よ
る
制
度
執
行
の

実
効
性
の
向
上
、
②
国
民
の
積

極
的
参
画
、
③
関
係
省
庁
に
お

け
る
連
携
の
推
進
が
挙
が
っ

た
。
具
体
的
施
策
と
し
て
、
①

は
抜
き
打
ち
検
査
な
ど
の
強

化
、
不
正
事
業
者
名
公
表
な
ど

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
、
地
方

自
治
体
が
計
量
士
を
活
用
し
た

立
入
検
査
を
よ
り
多
く
実
施
す

る
。
②
は
消
費
者
に
よ
る
計
量

に
関
す
る
通
報
・
監
視
制
度
の

整
備
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
上
で
、
商
品
量
目
制
度
に
お

け
る
規
制
の
重
点
を
置
く
対
象

を
設
定
す
る
。
③
は
他
法
令
に

基
づ
く
立
入
検
査
な
ど
と
相
乗

り
す
る
こ
と
で
、
行
政
の
効
率

化
を
は
か
る
。

　
適
正
計
量
管
理
事
業
所
制
度

に
つ
い
て
は
、
①
適
正
計
量
管

理
事
業
所
へ
の
更
な
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
誘
因
）、
②
新
た
な

マ
ー
ク
制
度
の
創
設
の
2
点
。

①
は
適
管
事
業
所
へ
の
立
入
検

査
の
免
除
、
ま
た
適
管
事
業
所

の
審
査
に
民
間
の
認
証
機
関
を

活
用
す
る
。
②
は
一
般
の
適
管

事
業
所
と
、
よ
り
正
確
な
計
量

等
に
配
慮
し
た
新
適
正
計
量
管

理
事
業
所
（
仮
称
）
を
区
別
す

る
マ
ー
ク
を
設
け
る
。そ
の
他
、

商
品
に
対
す
る
マ
ー
ク
制
度
の

検
討
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
委
員
が
意
見

を
述
べ
た
。

　
量
目
取
締
は
罰
則
を
強
化
す

る
の
か
、
消
費
者
へ
の
情
報
提

供
と
す
る
の
か
。
不
適
正
量
目

の
ほ
と
ん
ど
は
悪
意
の
な
い
単

純
ミ
ス
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
ら

れ
た
。
適
管
事
業
所
の
審
査
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
で
も
指

定
が
行
え
る
が
、
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
に
も
認
証
機
関
の
一
本

化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、

消
費
者
の
窓
口
と
し
て
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
、
計
量
に
関
す
る
意
見
を
集

め
る
の
も
方
策
で
は
な
い
か
、

と
の
声
も
あ
っ
た
。

　
次
回
第
2
W
G
は
　
月
中
旬

11

以
降
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
な

ど
、
配
付
資
料
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
2
0
0
5
計
量
法
改
正
情

報
B
O
X
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

今
後
の
論
点

質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
性
質
が
求
め
る
一
定
の
不

変
性
も
求
め
ら
れ
る
。
日
本
の

初
代
の
国
際
度
量
衡
委
員
で

あ
っ
た
こ
の
国
の
物
理
学
と
物

理
学
教
育
の
創
立
者
で
も
あ
っ

た
田
中
館
愛
橘
博
士
（
東
京
帝

国
大
学
教
授
）
は
、
諸
科
学
の

発
展
の
根
源
と
し
て
度
量
衡
単

位
の
統
一
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
、
地
球
を
回
る
衛
星
の
月

と
同
じ
よ
う
に
国
際
度
量
衡
委

員
会
な
ど
の
会
合
に
出
席
す
る

た
め
に
地
球
を
駆
け
回
っ
た
。

◇

参
考
・
計
量
法
1
5
6
条
お

よ
び
1
5
7
条

【
計
量
法
1
5
6
条
】

（
計
量
行
政
審
議
会
） 

第
百
五
十
六
条
 　
経
済
産
業
省
に
、

計
量
行
政
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」

と
い
う
。）
を
置
く
。 

2
 　
審
議
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定

に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た

事
項
を
処
理
す
る
。 

3
 　
審
議
会
は
、
学
識
経
験
を
有
す

る
者
の
う
ち
か
ら
、
経
済
産
業
大
臣

が
任
命
す
る
会
長
一
人
及
び
委
員
十

九
人
以
内
で
組
織
す
る
。 

4
 　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
。 

【
計
量
法
1
5
7
条
】

 （
審
議
会
へ
の
諮
問
） 

第
百
五
十
七
条
 　
経
済
産
業
大
臣

は
、
次
の
場
合
に
は
、
審
議
会
に
諮

問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
 　
第
二
条
第
一
項
第
二
号
若
し

く
は
第
四
項
、
第
三
条
、
第
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第

二
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三

条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第

五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
第

一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
若
し
く

は
第
七
十
二
条
第
二
項
の
政
令
、
第

十
二
条
第
一
項
の
商
品
を
定
め
る
政

令
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
特
定
計

量
器
を
定
め
る
政
令
の
制
定
又
は
改

廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

二
 　
第
百
三
十
四
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を

し
、
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
指
定

を
取
り
消
そ
う
と
す
る
と
き
。

（
本
論
説
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
新

着
計
量
計
測
情
報
B
O
X
」

で
ご
ら
ん
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
計
量
法
改
正
関
連
資
料

は
「
2
0
0
5
年
度
計
量
法
改
正
情

報
B
O
X
」）に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。〔
編
集
部
〕）


